
デ・レイケ堰提と高速道路（丹治 肇）
作者は明治のお雇い外国人による技術産物と現代の高速道路をつくる技術とを対比して，この景観を味わっている。たしかに，河川の
調節設計と高速道路の設計には似ているものがある。流れを導くものなのだから。設計速度，道路幅や曲線の傾きと程度，坂の勾配など
など，その設計にはたくさんの条件や要素が含まれている。デ・レイケはいわゆるお雇い外国人。明治政府・内務省が海外の学問や技術
の国内導入制度によって招いた３，０００人余の中の一人。秀でた技術者だったらしく，淀川や木曽川を始め多くの河川の改修設計に携わっ
た。河川問題の根本的要素である山地の砂防や治水の工事を体系づけさらに港湾建築の計画にも深くかかわった裏方である。吉野川の
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治水計画もそのひとつ。ヨーロッパのゆったりとした川の流れに慣れ親しんできたオランダ人のデ・レイケにとって，日本の川は滝だ
とさえ思えた。その急峻な地形を流れる日本の川にどれだけ悩まされたことかと思うとまたさまざまな想像がわいてくるが，写真の吉野
川流域の大谷川の流れを静める堰堤には，故郷の川の流れを目に浮かべながら企てた思いが漂っているような感じをもたらす。

（講評 東京造形大学名誉教授 柳本尚規）
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